
Dynamic Resource Control in Optical Access
Networks for Diverse Applications

言語: en

出版者: Shizuoka University

公開日: 2024-06-17

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Kozaki, Seiji

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/0002000651URL



（課程博士・様式７）(Doctoral qualification by coursework,Form 7) 

学 位 論 文 要 旨 

Abstract of Doctoral Thesis 

 

専  攻： 情報科学             氏 名：小崎成治 

Course： Information Science and Technology    Name： Seiji Kozaki 

 

論文題目： 異種アプリケーションのための光アクセスネットワークにおける 

動的リソース制御 

Title of Thesis： Dynamic Resource Control in Optical Access Networks  

for Diverse Applications 

 

論文要旨： 

 

本論文は、異種アプリケーションのための光アクセスネットワークにおける動的リソー

ス制御に関する方法論をまとめたものである。具体的には、光アクセスネットワークの普

及と適用領域拡大に向け検討したアーキテクチャを ITU-T SG13 にて国際標準化し、1G ク

ラスから 10G クラスへの大容量化移行にともなう転送遅延やスループットの課題を解決す

る PON の動的帯域割り当て方式を提案・検証し、移動体通信基地局の収容を目的にモバイ

ルフロントホール(MFH)の低遅延転送要件に対応した帯域割り当て方式を試作評価し、上

記 ITU-T で標準化したアーキテクチャを MFH に適用した際の異種ネットワーク間に共通

のリソース割り当て制御方式を検証し、動的に要件が変化するアプリケーションの収容に

対応したリソース割り当て制御方式の提案とシミュレーションでの有効性検証を行い、研

究成果に取りまとめている。 

 

第 1 章では、FTTH の世界的な普及を支えた PON 方式を中心とした光アクセスネットワ

ークの普及・発展状況、基本的な構成・特徴、技術トレンドを述べ、モバイルサービスの

劇的な普及増と高速化をはじめとした収容アプリケーションの多様化に対応するために動

的な要件変化への対応が必要となることを示し、研究の位置づけを述べている。 

 

第 2 章では、産業用途を中心としたネットワークの利用形態の変革を踏まえた、アクセ

スネットワークの柔軟かつ効率的に動的リソース制御を実現するアーキテクチャの検討内

容と、その結果を ITU-T SG13 へ提案し ITU-T 勧告 Y.3151 として国際標準化したことを

述べている。 

 



第 3 章では、 1G/10G ユーザ混在収容対応の PON システムにおける課題を解決する帯

域割り当て方式を検証し、従来方式比で 1/10 のデータ転送時間低減を達成したこと等を述

べている。 

 

第 4 章では、3GPP で推奨される MFH の転送遅延時間要件である 250μs を満足する帯

域割り当て方式の試作評価を行い、一般的 PON の最大伝送距離 20km の条件下で 150μs

以下の転送遅延時間を確認したことを述べている。 

 

第 5 章では、有線無線統合ネットワークにおけるリソース制御方式として、第 2 章の成

果である ITU-T 勧告 Y.3151 のアーキテクチャをベースとした抽象リソース制御方式を提

案・検証し、30 個の通信パス要求時の処理時間 0.5ms の動的割り当て特性を達成したこと

を述べている。 

 

第 6 章では、動的要件変化に対応したリソース制御方式として、監視トラヒックからの

予測とアプリケーション連携によるスケジュール情報を利用した方式を提案し、電車・路

線バス上の移動体トラヒック収容における有効性を示した。 

 

第 7 章では、本論文をまとめると共に、今後の展望について述べている。 

 


